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第1章 緒 言

余 ハ急 性腹膜 炎 ニ於 ケル 血中「ア ドレナ リン」ノ

消長 ニ就 キ研 究 シ,先 ヅ第1編 ニ於 テハ近野 氏 ニ

依 リ提 唱 サ レシ血中「ア」様 物質 ヲ指示 スル血 清沃

度酸 値 ヲ測 定 シ,第2編 ニ於 テハ從來 諸家 ニ依 リ

用 ヒラルル處 ノ生物 學的測 定法 ノ中,家 兎腸 片法

及 ビ家兎奇 異性 瞳孔反 應法 ヲ以 テ實驗 ヲ行 ヒ之 ガ

實 驗 成績ハ已 ニ發表 セ シ處 ナ リ.

抑 々流 血中「ア」量測 定法 ハ至難 ナル モ ノノ一 ニ

シテ之 ガ方 法ニ ハ生化學 方 法 ト生 物學 的方法 トア

リ,前 者 ハFrankel u. Allers氏 等 ノ沃 度酸 法又

ハPaget u. Barker氏 等 ノ方法 等擧 ゲ ラル ルモ

現今之 ヲ用 フル モノ ナ シ.余 ノ第1編 ニ於 テ測 定

ナセ シ血清沃 度酸 値 モ所 謂血 中「ア」様物 質 ヲ指 示

シ,コ ノ中 ニハ「ア」以外 ノ蛋 白中間新陳代 謝産 物

モ含有 サ レ不 正確 タル ヲ免 レズ.生 物學 的方 法 ニ

モ種 々ア リ之 ガ文 獻的考 察 ハ第2編 ニ於 テ詳述 セ

シ所 ナ リ.而 シテカ クモ血 中「ア」量 測定 ノ困難 ナ

ル一原因 ハ未 ダ流 血 中ニ於 ケル「ア」ノ運 命 ニ就 キ

定説 ナキ爲 ニ シテEmbden u. Furth氏(1903)ハ

温度37-40℃ ニ保 持 セル血 液 中ニ 「ア」 ヲ添加 シ

比 較的急 速 ニ空氣 ヲ通 ズル ニ時 間 ノ經過 ト共 ニ其

ノ血壓 上昇作 用漸次 減 少 シ略 ボ2時 間 ニシテ大 部

分 破壞 サ ル事 ヲ稱 ヘ,Frankel氏(1909)モ 亦血 清

中ニ入 レタル「ア」ノ可成 速 ニ其 ノ作 用 ヲ失 フヲ見

タルモ,P. Trendelenburg氏(1910)ハ 孵 卵器 中

ニ血 清 ヲ數 時間保持 スル モ「ア」ノ分解 ヲ來 サ ズ又

冷室 内 ニア リテハ數 日 ヲヘルモ其 ノ作 用低 下 セズ

ト主張 セリ.又Oliver u. Schafer氏 ハ流 血中 ニ於

テハ「ア」ハ速 ニ組 織 中 ニ瀰散 ス トナ シ,B. Kisch

氏(1930)ハ 「ア」ノAuto katalyseヲ 主 張 シ「ア」

酸化 ニ ヨ リテ生 ジ タル モ ノガ接 觸的 ニ「ア」分解 ヲ

促進 セ シムル トイ フ.然 ル ニ輓近赤血 球 ノ吸着 現

象 ニ關 スル 研究 ノ結 果,Gedroyc u. Koskowski

氏(1930), Bain u. Suffolk氏 竝 ニBain u. Jaunt

氏(1936)等 ニ依 リ「ア」ガ生體 内外 ニ於 テ赤血球

ニヨ リ吸着 結合 サル事稱 ヘ ラレ,岡 村 氏(1939)ハ

詳 細 ナル實驗 ノ結果,從 來稱 ヘ ラ レシ「ア」血 中分

解 説 ヲ覆 ヘシ「ア」ハ赤血球 ニ ヨ リ吸着 サ レ一時 的

ニ其 ノ生物學 的作 用 ヲ失 フモノナル事 ヲ證 明 シ更

ニ從來 ノ生物 學的血 中「ア」量測 定法 ガ コノ赤血球

吸着現 象 ヲ全 ク無視 シ殆 ド血清,漿 内「ア」ニ限定

セル事 ヲ指摘 シ,同 氏 ハ特 殊 ノ化學 的操作 ニ ヨリ

赤 血球 吸着「ア」ヲ抽 出シ之 ヲ測 定 スル ノ正當 ナル

事 ヲ主張 セ リ.且 同氏 ハ本 抽 出液中 ニハ 「ヒスタ

ミン」,「アセチ ール ヒ ヨ リン」,「 リボ イ ド」 及 ビ

其 ノ他 ノ有毒 物質 ヲ含 マズ而 モ其 ノ生物作 用ハ其

ノ中 ニ含有 セ ラル ル無 機鹽類 ニ ヨル モ ノニモ非 ズ

且 コノ温度 竝 ニ酸,「 アル カ リ」ニ對 スル抵 抗ハ全

ク「ア」ノ夫 レ ト一 致 スル事 ヲ實證 シ本 抽 出液 中ニ
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存 スル 有效 物 質ハ 「ア」ト斷定 シタ リ.

余 ノ第1編 ニ發表 セシ血清沃 度酸 値ハ所 謂「ア」

様物 質 ニ シテ純粹 ナル血 中「ア」ノ消長 ヲ指 示 スル

モノ ニ非ズ.又 第2編 ニ於 テ行 ヒシ家兎 小腸 法 ニ

依 ル實 驗ハ 岡村 氏 ノ論 文發表 以前 ニシテ從來 ノ方

法 ニ準 據 シ タル ヲ以 テ血 中「ア」ト所 謂「ア」様 物質

トノ區別 ハ困難 ナ リ.

依 リテ本 編 ニ於 テハ更 ニ同氏 ノ方法 ヲ追試 シ以

テ急 性腹膜 炎ニ 於 ケル血 中「ア」ノ消長 ヲ明 カニ セ

ン トシタ リ.

第2章 實 驗 方 法

實 驗動 物ハ總 テ健 常雄性 家兎 ヲ選 ビ急 性腹 膜炎

惹起 方法 トシ テ ハ 前 編 ト同様大 腸菌 肉汁培 養液

pro Kilo 0.5-1.5cc,或 ハ黄色 葡萄状球 菌 ノ生理

的食 鹽水浮 游液(1.0ccニ 對 シ1白 金耳)pro Kilo

1.0ccヲ 小 綿紗 片 ト共 ニ腹腔 中 ニ注 入 シタ リ.

余 ノ前編 ニ於 ケル實 驗 ニテハ血 清中「ア」ノ消長

ヲ吟 味 シ タル結 果 ニナ リ居 レル ヲ以 テ,本 編 ニ於

テハ 全血液 及 ビ血清,漿 中ノ 「ア」 消長 ヲ檢 スル

可 ク前記方 法 ニ依 リ惹 起 セ シメタル急性 腹膜 炎家

兎 ニ就 キ其 ノ股 靜脈 ヨ リ豫 メ6%枸 櫞酸 曹達溶 液

0.2ccヲ 吸 引 セル注射 器 ニ血 液4ccヲ トリテ非 凝

固性 トナシ,2ccハ 全 血液用 トシ他ハ直 チ ニ之 ヲ

「スビツ ツグ ラス」ニ トリ遠心 沈澱 シタル後 其 ノ血

漿 ヲ使 用 セ リ.而 シテ原則 トシ テ細 菌 注入後4, 8,

24時 ノ3囘 ニ亙 リ採 血 ヲ同一 動物 ニ就 キ行 ヒ特 ニ

本 編 ニ於 テハ急 性腹膜 炎 ノ初 期及 ビ末期 タル瀕 死

状 態 ニ於 ケル血 中 「ア」 ノ變 化 ヲ究 メ ン ト努 メタ

リ.

全血 液及 ビ血 漿「ア」抽 出法 ハ殆 ド全ク 岡村 氏 ノ

方 法 ニ準 ジ タレ共一 部 ニ於 テ異 ル所 アル ヲ以 テ次

ニ簡 單 ニ記述 セ ン トス.

第1節 抽 出液 ノ製法

枸 櫞 酸加血 液2ccニ 對 シN/8 HCl 4ccヲ 加 ヘ

2-3分 煮 沸水 中 ニ於 テ加熱 シ之 ニ更 ニ15%硫 酸

曹 達竝 ニ1%食 鹽水 混合 液4ccヲ 加 ヘ再 ビ同様 ニ

3分 間煮 沸 ス.之 ヲ直 チニ水 冷 シタル後濾 過 ス.

濾液 ハ淡黄 色透 明 ナ リ,血 漿 ノ 「ア」抽 出法 モ完

全血液 ノ ソレ ト全 ク同様 ニ シテ其 ノ濾 液ハ水 様透

明 ナ リ.カ ク シ テ作 製 セル抽 出液 ハ ツ ヨ キ酸 性

(pH=3-4)ヲ 呈 シ之 ヲ直チ ニ生物 學 的測定 ニ應 用

スルハ不適 ナ ル ヲ以 テ 之 ヲ次 ノ如 ク シテpH=7.3

ニ中和 ス.

第2節 抽 出液 ノ中和 法

所要 試藥

1) 標示色素

A. 0.1‰ Neutralrot溶 液(Grubler):變

色域 ハpH 6.8-8.0ニ シテ赤 ヨ リ黄 ニ變 ズ.色 素粉

末10mgヲ 正確 ニ秤量 シ 之 ニ50ccノ 「純 アル コ

ール」ヲ加 ヘ テ充分溶解 セシ メタル後蒸 溜水50cc

ヲ加 フ.

B. 0.5‰ Phenolphthalein溶 液(武 田):

變 色域 ハpH 8.2-10ニ シテ無色 ヨ リ赤 ニ變 ズ.色

素 粉末10mgヲ10ccノ 「純 アル コ ール」ニ溶解 セ

シメタル後蒸溜 水10ccヲ 加 フ.

2) 燐 酸鹽調 節液

第2燐 酸「ナ トリウム」(Kahlbaum, Sorensen)

及 ビ第1燐 酸加 里(Merck)ノ 各1/15「 モ ル」溶 液

ヲ調製 シ,第2燐 酸「ナ トリウ ム」液8cc,第1燐

酸 「カリウム」液2ccノ 割 合 ニ混 ズトレバ其 ノpHハ

7.381ナ リ.

3) 中和法實 施

先 ヅ 試 驗管2本 ニ 前記 燐酸鹽 調節液5ccヲ 入

レ之 ニ1ハNeutralrot溶 液5滴,1ハNeutralrot

竝 ニPhenolphthalein溶 液 各5滴 宛 ヲ加 ヘ基 準

色 調 ノ標 示藥溶液 ヲ作 製 ス.次 ニ抽 出液1ccト 水

1ccト ヲ オ ス トワル ド氏「ビベ ツ ト」ニテ精密 ニ計

量 シ之 ヲ試 驗管 ニ トリ之 ニNeutralrot2滴 ヲ加

ヘ タル後 「ミク ロビユ レツ ト」 内 ノN/10 NaOH

ヲ徐 々ニ滴加 シ,コ ノ前 記標示 藥 中Neutralrot

ヲ加 ヘ シ モ ノ ト比色 シ其 ノ食調 ノ一致 セシ時 ノ

N/10 NaOHヲ 正 確 ニ 記 載 ス.同 様 ノ實 驗 ヲ

Neutralrot及 ビPhenolphthalein各2滴 ヲ加ヘ
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シモノ ニ就 キ行 ヒ其 ノ中 和 ニ要 スルN/10 NaOH

量 ヲ記載 ス.上 述 ノ操作 ニ於 テN/10 NaOH量 ハ

常 ニ同量 ニ テ 其 ノ誤 差0.01ccヲ 超 ユル ベ カ ラズ.

第2節 抽 出液 内「ア ドレナ リン」測 定法

1) 家 兎耳殻 血管灌 流法

大 ナル耳殻 ヲ有 スル正常 健康 家兎 ヲ選 ビ,其 ノ

耳殻 ヲ短 ク剪毛 シタル後,耳 根 部 ニ於 テ中央 ノ後

耳動 靜脈 及 ビ兩側邊縁 部 ヲ走行 スル大 ナル靜脈 ヲ

結紮 シタル後 其 ノ直 上 ヨ リ一氣 ニ鋭 利 ナル剪 刀 ヲ

用 ヒ耳殻 ヲ切斷 ス.之 ヲ直 チ ニ38℃ ロツク氏 液 中

ニ浸 シ斷端 血液 ヲ拭 除 シ「コル ク板」上ニ 固定 ス.

斷端 中央 部 ニ於 テ皮膚 ニ小 縦 切開 ヲ加ヘ注 意 シテ

後耳 動脈 ヲ充分 剥離 シ之 ニ細 キ特 製 ノ 「硝 子 カニ

ユ ー レ」 ヲ挿 入 シ直 チ ニ ロツク氏液 ヲ充 セル マ リ

オツ ト瓶 ヨ リ灌 流 ス.コ ノ標本 ヲ略 ボ5角 形 ヲ呈

セ ル硝子板 上 ニ置 キ 約45° ノ傾 斜 ヲ保 タシム レバ

灌流 液ハ後耳 動脈 ヨ リ後耳 靜脈 及 ビ兩側邊縁 靜脈

ヲヘ テ硝子板 上 ニ 出デ來 リ其 ノ尖 端 ヨリ滴状 ヲナ

シ テ落 下 ス.今 マ リオ ツ ト瓶 ト標本 トノ距離 ヲ適

宜 ニ加 減 シ1分 間 ニ於 ケル滴 數 ヲ一定 ニ ナシ タル

後 硝子 「カ ニユ ー レ」ニ近 ク被檢液 ヲ細 キ注射 針 ヲ

有 スル注射器 ニテ徐 々 ニ注 入 シ1分 間 ニ於 ケル流

下滴 數 ノ變化 ヲ「ス トツプ ウオ ツチ」及 ビ滴 數計 算

器 ニテ測 定 ス.家 兎耳殻 ハ他 ノ同 目的 ニ使 用 サル

標 本 ニ比 シ温度 ニ對 スル影響最 モ僅 少 ナル ヲ以テ

余 ハ室 温(20-25℃)ニ 於 テ灌流實驗 ヲ行 ヘ リ.

然 レ ドモ 硝子「カニ ユ ーレ」挿 入時急激 ニ冷 灌流液

ヲ使 用 スル時ハ 著 シク其 ノ標本 ノ感度 ヲ鈍 ラシム

ル ヲ以 テ豫 メ38℃ ニ暖 メタル ロツク氏液 ヲ先 ヅ

灌流 シ次 第 ニ室 温 ニ放置 シ タ リ.又 動 脈 「カニユ

ー レ」 挿 入 ニ際 シ注意 スペキハ可及 的速 ニ操作 ヲ

行 ヒ且 コノ際空氣 ヲ同時 ニ入 レザ ル事 ニ シテ又 灌

流試驗 中耳殻 斷端 ハ常 ニ温暖 生理的 食鹽 水 ニテ濕

潤 セシ メ,乾 燥收縮 セ シ メザ ラン樣努 メタリ.被

檢 液注 入 ニ當 リテ ハ 抽 出液1ccヲ 試驗 管 ニ入 レ

之 ニ豫 メ測 定 シ オ キ タル 本 抽 出液 中和 ニ要 スル

N/10 NaOH量 ヲ1ccノ 蒸 溜水 中 ニ入 レタル試驗

管 ト混和 セ シ メ注射 ス.

2) 家 兎血 壓法

健 常家 兎 ヲ選 ビ前頸 部正 中線 上ニ 切 開 ヲ加 ヘ氣

管 ノ兩側 ニ於 テ先 ヅ迷 走神經 次 イデ第6頸 椎 乃至

第2胸 椎 間 ニ於 テ兩 側脊髓神 經 ヲ切斷 ス.次 ニ右

側頸 動脈 ヲ露 出シ之 ニ硝 子「カニユ ー レ」ヲ挿入 シ

之 ヲ25%硫 苦 水 ヲ充セ ル硝 子系 ヲ經 テ「水 銀 マノ

メー ター」 ニ連結 シ 「キ モ グラ フイオ ン」 上 ノ煤

煙紙 ニ其 ノ動脈血壓 ヲ描 記 セ シム.動 脈血 壓一定

トナ リタ リ後反對 側頸靜 脈 中 ニ徐 々 ニ被檢 液 ヲ注

入 シ其 ノ血壓 曲線 ニ及 ボ ス影響 ヲ觀察 ス.而 シテ

被 檢液 ハ家兎 耳殻血 管灌 流法 ニ於 ケル ト同様,實

驗 直 前 ニ於 テ抽 出液 ニ豫 メ測定 シオキ タルN/10

NaOH中 和量 ヲ混和 セ シ メタル モ ノナ リ.

第3章 實驗成績

第1節 家兎耳殻血管灌流法

前述ノ方法ニテ作製セル標本ニ就キ被檢液ヲ注

入シ タル瞬 間 ヨリノ滴數 ヲ毎 分,秒 時計 ヲ以 テ計

測 シ最 モ著 明 ノ滴數變 化(注 入後1-3分 後 ニ來 ル

事 多 シ.)ヲ 以 テ注入前1分 間 ノ滴數 ト比 較 シ其 ノ

差 ノ百分率 ヲ求 メタ リ.而 シ テ其 ノ減少 率5%以

上 ヲ以 テ「ア」作 用 ト見 做 シタ リ.

A) 大腸菌性腹膜炎

第1表 Nr. 1 1700g Coli pro Kilo 0.5cc
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第1圖

第2表 Nr. 2 2200g Coli pro Kilo 0.5cc
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第3表 Nr. 3 2300g Coli pro Kilo 0.5cc

第3圖

B) 葡萄状球菌性腹膜炎

第4表 Nr. 4 1990g Staphylo pro Kilo 1.0cc
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第4圖

第5表　 Nr. 5 2000g Staphylo pro Kilo 1.0cc

第5圖
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第6表 Nr. 6 1900g Staphylo pro Kilo 1.0cc

第6圖

第2節 家 兎 血壓 法

第7表 (第7圖參照)

Nr. 1 2100g Coli pro Kilo 0.5cc

第8表 Nr. 2 2000g Coli pro Kilo 0.5cc
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第9表 (第8圖參 照)

Nr. 3 2200g Coli pro Kilo 0.5cc

第7圖

第8圖
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第4章 總 括 及 ビ 考 按

先 ヅ細菌 注入 前 ニ於 ケル股 靜脈 全血 液及 ビ血漿

中 ノ「ア」量 ニ就 キ考 按 スル ニ余 ノ實驗 ニ於 テ全血

液 抽 出 ヲ以 テ行 ヘル耳 殻灌 流 法 ニ於 テハ其 ノ滴數

減少率 最大26%,最 小14%,平 均18%ニ シテ血漿

抽 出液 ニア リテハ5例 中4例 ハ滴數 ノ變 化 ヲ認 ム

ル能 ハズ只 僅 ニ1例(Nr. 5)ニ 於 テ4%ノ 減 少率

ヲ示 セル モ4%程 度 ニテハ果 シテ之 ガ「ア」作 用 ニ

ヨル モノ トハ 決定 シ難 シ.又 血壓 法ニ 於 テハ總 テ

其 ノ「ア」作 用 ハ證 明 シ得 ザ リキ.從 來 ノ生物學 的

測 定 法 ニ依 レバ末梢 血液 中 ニハ「ア」ハ證 明 サ レズ

トサ レタ レ ドモ岡村 氏 ハ同 氏法 ニ依 リ全 血液 ノ抽

出液 ヲ作 リ之 ハ家兎 ノ耳殻血 管,剔 出小腸 ニ對 シ

「ア」作用 ヲ呈 ス トシ,被 檢家 兎 ニ何 等 ノ拘束 ヲ加

ヘザル時 ハ「ア」ハ殆 ド證 明 サ レザ ル カ或 ハ含 有サ

レテ モ極 メテ微 量 ナル モ之 ニ恐怖 固定等 ノ精神 的

肉體 的興 奮 ヲ與 フル時 ハ已 ニ1時 間 ニ於 テ其 ノ血

中 「ア」量 ハ5乃 至10倍 ニ増 加 スル事 ヲ證 明 シ タ

リ.余 ハ血液採 取 ニ際 シ家兎 ヲ背位 ニ固定 シタル

後 直 チニ股部 ニ小 切開 ヲ加 ヘ採 血 シ タ リ.而 シテ

其 ノ結果 ハ全 血液抽 出液 ニハ 明 カニ 「ア」 作用 ヲ

認 メタル モ血 漿抽 出液 ニハ之 ヲ認 ムル事能 ハザ リ

キ.即 チ股靜脈 ノ如 キ末 梢血 管中 ニモ其 ノ全血液

抽 出液 ニハ 明 カニ「ア」作 用 ヲ呈 スルモ血漿 ノ ソレ

ニハ之 ヲ認 ムル能 ハザ ル點 ヨリ見 レバ末梢 血漿 中

ニ ハ「ア」量 極 メテ微 量ニ シテ殆 ド赤血 球 ニ吸着 サ

レ居 ル モ ノ ト見做 シ得 ベ シ.

次 ニ急 性腹 膜炎ニ於 ケル血 中「ア」量 ニ就 キ考按

ス ル ニ

1) 大腸 菌性 腹膜 炎

Nr. 1 ニ於 テハ時間 ノ經 過 ト共 ニ其 ノ全 血液抽

出液 ノ「ア」作 用増強 スル ヲ認 メ,12時 間 ノ後 ニハ

血管 灌流 法 ニ於 テ其 ノ滴 數 減少率 ハ實 ニ96%ニ

及 ビタル モ本例 ハ15時 間 ニテ斃 死 シ其 ノ剖 檢所

見ニ於テ腹腔臟器ニ定型的ナル腹膜炎像 ヲ確認ス

ル事能ハザリキ.

Nr. 2 ニ於 テハ10時 間後 ニ於 テ其 ノ 「ア」作 用

ハ 約2倍 ニ増 強サ レ タル モ24時 間後 ニ於 テハ殆

ド術 前 ノ ソ レ ト大差 ナ ク,血 漿 ノ ソ レモ之 ト略 ボ

竝行 的 ニ消長 スル ヲ見 タ リ.且 本例 ハ比較 的長 時

間生存 シテ其 ノ腹 膜炎像 ハ輕微 ナ リキ.Nr. 3 ニ

ア リテ ハ細 菌注 入後既 ニ15時 間 ニテ瀕死 ノ状態

ニ陷 リ其 ノ全 血液抽 出液「ア」作 用 ハ細菌注 入前 ニ

比 シ増 強 ヲ見 ズ且 血漿抽 出液 中 ニハ「ア」作 用證 明

サ レザ リキ.又 細菌注 入後17時 間死 亡直前 ニ於

ケ ル 全血液 及 ビ血漿 抽 出液 ノ滴 數減 少率 ハ夫 々

4%及 ビ0%ニ シテ共 ニ「ア」作 用 ヲ認 ムル能 ハ ザ

リキ.次 ニ大 腸菌 腹膜炎 ニ於 テ更 ニ3頭 ノ家 兎 ヲ

使 用 シ血 壓法 ニ依 リテ檢討 シタル ニ,Nr. 1(前

述血管 灌流法 ニ依 リシ動物 ノ同番號 ノ モノ トハ異

ル.以 下之 ニ準 ズ)ニ 於 テハ全經 過 ヲ通 ジテ其 ノ

全 血液竝 ニ血 漿抽 出液 中ニ著 明ナ ル「ア」作 用 ヲ認

ムル能 ハ ズ 只僅 ニ10時 間後 ニ於 ケル 全血液 抽 出

液 ニ輕度 ノ血壓 上昇作 用 ヲ見 タ リ.Nr. 2ニ ア リ

テハ細菌 注 入後8時 間 ニシテ其 ノ全 血液及 ビ血漿

抽 出液 ハ稍 々著 明 ナル血壓 上昇作 用 ヲ呈 シ,前 者

ハ後者 ノ約2倍 ニ達 セ ル モ24時 間後 ニ於 ケル モ

ノ ニハ「ア」作用 ヲ認 ムル事能 ハ ザ リキ.Nr. 3モ

同様8時 間後 ニ於 テ「ア」作 用 ヲ認 メタルモ瀕 死 ニ

陷 レル 時 ニ於 ケル モノ ニハ 血壓 ノ變化 ハ證 明 シ得

ザ リキ.

即 チ大 腸菌性 腹膜 炎 ニ於 テハ各 動物 ノ生存 時間

區々且 其 ノ腹膜 炎像 モ各例 ニ於 テ異 リタ レ ドモ細

菌 注入後8-10時 間 ニ シテ總 テノ例 ニ於 テ其 ノ全

血 液竝 ニ血 漿抽 出液 中 ニ「ア」作 用術前 ヨ リモ強 ク

發 現 スル ヲ認 メタ レ共,瀕 死 或 ハ死直 前 ノモ ノニ

於 テ ハ總 テ「ア」作 用 ヲ證明 スル事能 ハザ リキ.且

又全 經過 ヲ通 ジ全血 液及 ビ血 漿「ア」作 用ハ略 ボ竝

行 的 ニ消長 スル ヲ知 ル ト共 ニ家兎耳 殻血 管灌 流法

ニ比 シ血壓 法ハ 著 シク其 ノ「ア」ニ對 スル感度鈍 キ

事 ヲ經驗 シタ リ.

2) 葡 萄状球 菌性 腹膜 炎

Nr. 4 ニ於 テハ細菌 注入後4時 間 ニ於テ全血 液

及 ビ血漿抽 出液 「ア」作用最 モ強 ク表 レ8時 間 後 ニ
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テハ 少 シク其 ノ強 度 ヲ減 ズル モ尚 ホ術 前 ノ略 ボ2

倍 ノ「ア」作 用 ヲ示 シ タ リ.然 ル ニ24時 間瀕死 ノ

状 態 ニ於 ケル全 血液 抽 出液 ノ滴 數減 少率 ハ2.5%,

血 漿抽 出液 ノソ レハ0%ニ シテ「ア」作 用ハ認 ムル

能 ハザ リキ.

Nr. 5 ニ 於 テモ略 ボ同様 ノ消長 ヲ示 シ タルモ本

例 ニア リテハ8時 間後 ニ於 ケルモ ノ4時 間後 ニ於

ケ ルモ ノ ヨ リモ強 キ「ア」作 用 ヲ呈 シ瀕 死時 ニ於 ケ

ル モ ノハ「ア」作 用 ヲ示 サザ リキ.Nr. 6ニ テハ4時

間後 ノモ ノ最 大「ア」作用 ヲ呈 シ死直後 ニ於 ケル モ

ノハ全 血液抽 出液 ノ滴數 減少率 ハ10%,血 漿抽 出

液 ニテハ0%ニ シテ全血液 抽 出液 中 ニ尚 ホ輕 度 ノ

「ア」作 用 ヲ認 メ タ レドモ,本 實驗 ニ於 テハ耳殻 血

管標本 中途 ヨ リ滴 數減 少 セルマ マニ テ容 易 ニ恢 復

セ ズ從 ツテ被檢液 注 入前1分 間 ノ滴 數20ニ シテ滴

數減 少率10%ト イ フモ其 ノ滴數 差 ハ僅 ニ2滴 ニシ

テ之 ヲ以 テ「ア」作 用 ナ リト斷 ズルハ不 可 ナルベ シ.

即チ葡 萄状球 菌性 腹膜 炎 ヲ惹起 セ シ メタル3例

ニ於 テハ何 レモ略 ボ其 ノ生 存時 間 ヲ一 ニシ,2例

ニ於 テハ死直前1時 間,1例 ニ於 テハ死 直後 ニ於

ケル血 中「ア」量 ノ消長 ヲ檢 スル事 ヲ得 タ リ.而 シ

テ細 菌注 入後4-8時 間後 ニ於 テ術前 ヨ リモ 著 明

ニ「ア」増量 スル ヲ認 メタル モ瀕 死或 ハ死 直後ニ於

テハ血 中「ア」ハ殆 ド證 明 サ レザル結 果 ニ到達 シ タ

リ.尚 ホ全經 過 ヲ通 ジテ全血 液 血 漿 ノ「ア」量

ハ竝行 的 ニ消長 スル ヲ證 明 シ タ リ.

カク ノ如 ク急性 腹膜 炎 ニア リテハ 腹膜炎 惹起 後

4-10時 間(平 均生 存時 間20時 間)ニ 於 テハ 血漿

中ニ モ明 カ ニ 生物學 的 ニ證 明 シ得 ラル ル 程度 ニ

「ア」増 量 ヲ示 ス ト共 ニ全血 液中 ニモ之 ト竝行 的 ニ

「ア」量 ノ増 加 スル ヲ見 タ リ.而 シテ動 物 ノ瀕 死或

ハ死 直後 ニ於 ケル モノ ニテハ血漿 ハ勿論 全血 液抽

出液 中 ニモ最早 「ア」作 用 ヲ證 明 スル事 能 ハ ザ リ

キ.即 チ炎衝 ノ進展 ト共 ニ血 中「ア」増 加 ヲ來 シ,

血漿 中 ニ増 加 スル ト共 ニ赤 血球 ニモ同様 ニ吸 着サ

レ茲 ニ平衡 状態 ヲ保 ツモノ ト見做 シ得 ベク腹膜 炎

ノ末 期 ニ至 レバ副腎機 能衰 弱 シ「ア」分泌 乃 至其 ハ

排 出 モ亦 減退 シ從 ツテ血 中「ア」量 又 減少 セル儘死

ニ至ル モ ノ ト思 考 シ得 ベシ.又 血 漿 及 ビ血球 吸着

「ア」ノ平衡 性 ニ關 シ,Bain及 ビ其 ノ協 同者ハ試

驗 管内 ニ於 ケル赤血球 ノ「ア」吸 着實 驗 ニ於 テ血漿

ト赤血球 トノ間 ニ「ア」ノ平衡濃 度 ガ存在 シ血漿内

「ア」量増 加 スル時 ハ赤血球 「ア」吸着 モ亦増 大 シ第

2ノ 新 シキ平衡 ガ成立 ス トイヘ リ.コ ノ事 實ハ前

述 ノ如 ク余 ノ實驗 ニ依 レバ生體 内 ニ於 テモ同様 ニ

適應 スル モノ ト信 ズ.

第5章 結 論

余ハ赤血球「ア」吸着現象ヲ基礎 トスル岡村氏ノ

血中「ア」測定法ヲ以テ家兎實驗的急性腹膜炎ニ於

ケル全血液及ビ血漿「ア」ノ消長ヲ時間的經過ニ從

ヒテ追究シ次ノ如ク結論ス.

1. 家兎臺上固定後直チニ採取セル股靜脈全血

液抽出液中ニハ「ア」作用ヲ認ムルモ血漿抽出液中

ニ ハ 證 明 サ レ ズ.

2. 急性腹膜炎惹起後4-10時 間(平 均生存時

間20時 間)ニ 於 テハ全血液竝ニ血漿抽出液中ニ

「ア」作 用著 明 ニ増強 サ ルル ヲ認 ムルモ瀕死或 ハ死

直後 ノモ ノニ ア リテハ全血 液 及 ビ血 漿抽 出液中 ニ

共ニ「ア」作用 ヲ證 明 スル事 能 ハズ.而 シテ血漿 「ア」

量 ト全 血液「ア」量 トハ 竝行 的 ニ消長 スル ヲ認 ム.

稿 ヲ終 ル ニ臨 ミ終 始御懇 篤 ナル御指 導 ト御校

閲 ヲ賜 リタル恩 師津 田教授 ニ滿 腔 ノ謝意 ヲ表ス.
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Experimentelle Untersuchungen uber die Veranderungen

des Adrenalingehaltes im Blute bei

akuter Peritonitis.

(III. Mitteilung.)

Versuche mit dem Kaninchen-Ohr-Praparat und dem Blutdruckverfahren

unter Berucksichtigung der Adrenalinadsorption

der roten Blutkorperchen.

Von

Dr. Jiro Takata.

Eingegangen am 17. Mai 1940.

In der II. Mitteilung hatte der Verf. den Adrenalingehalt im Blutserum bei akuter

Peritonitis durch die Anwendung der Kaninchendunndarmmethode bestimmt, Seitdem

aber haben viele Autoren sowohl in vitro als auch in vivo festgestellt, dass die roten Blut-

korperchen das Adrenalin adsorbieren. Dadurch augeregt, hat Verf., wie hier beschrieben

wird, eine Bestimmung des Adrenalingehaltes im Blut bei akuter Peritonitis nach der

Okamuraschen Methode geplant. Das Vollblut und Blutpiasma wurde aus den Versuchs-

kaninchen, bei denen eine akute Peritonitis durch intraabdominale Einspritzung von

Kolibazillen bzw. Staphylokokken, hervorgerufen worden war, entnommen, und zwar in

der 4., 8. sowie 24. Stunde und besonders im agonalen Zustand nach dem Eintritt der

Peritonitis. Das Vollblut und Blutplasma wurden sodann extrahiert, um in diesem

Extrakt den Adrenalingehalt durch Anwendung von Kaninchen-Ohr-Praparat und Blut-

druckverfahren zu bestimmen.

Die Ergebnisse lassen sich folgendermassen zusammenfassen:

1) Das Vollblut, das aus den Femoralvenen gesunder und normaler Kaninchen

entnommen worden war, erwies in seinem Extrakt durch die Anwendung von Kaninchen-

Ohr-Praparat eine positive Adrenalinwirkung. Im Plasmaextrakt dagegen wurde eine

solche Wirkung nicht beobachtet.

2) Von der 4. bis zur 10. Stunde nach dem Eintritt der akuten Peritonitis (die

Lebensdauer der Versuchskaninchen betragt durchschnittlich 20 Stunden) wirkte das

Adrenalin im Vollblut-sowie Plasmaextrakt viel starker als in demjenigen der normalen

Kaninchen. Spater jedoch und insbesondere im Eatrakt aus den agonalen Kaninchen

konnte keine Adrenalinwirkung nachgewiesen werden.

Der Adrenalingehalt im Vollblutextrakt veranderte sich parallel mit demjenigen im

Plasmaextrakt. (Autoreferat)
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